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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、カルシウム依存性細胞間接着を媒介する膜貫通タンパク質であるカドヘリンスーパーファミリーに属するタイプ II 古典的カドヘリンをコードしています。成熟カドヘリンタンパク質は、大きな N 末端細胞外ドメイン、単一の膜貫通ドメイン、および小さく高度に保存された C 末端細胞質ドメインで構成されています。タイプ II (非定型) カドヘリンは、タイプ I カドヘリンに特異的な HAV 細胞接着認識配列を欠くことで定義されます。この特定のカドヘリンが骨芽細胞株で発現し、分化中にアップレギュレーションされることから、骨の発生と維持に特異的な機能が示唆されます。[RefSeq 提供、2008 年 7 月],function:Cadherins are calcium dependent cell adhesion protein.,function:Cadherins are calcium dependent cell adhesion protein. they are preferred to interact cell;このように、カドヘリンは異種細胞の選別に寄与している可能性がある。,類似性：5つのカドヘリンドメインを含む。,組織特異性：主に脳で発現するが、他の組織でも見られる。神経芽細胞で発現する。,
	研究分野
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	CDH11抗体を用いたJurkat細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	シトクロム P450 1A1/2 抗体を使用した HeLa 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	OB-カドヘリンポリクローナル抗体を用いたJurkat細胞のウェスタンブロット解析

